































































































































なのこころはゴムまりプログラム」、「To Be＆To Have Learning 
Program」など、 新人の到達できていない点を指導する問題解決型
の思考から、新人の強みを見つけ、強みを活かす教育を大切にする
成長支援型に変化した。新人が「できる」ことは認め、新人の個性
を支持する教育を大切した教育の実践で、新人はのびのびと成長す
ることも実感することができた。また、新人の成長を認めることは、
自分自身の指導を認め、新人教育の自信をつけることができる。そ
のことは、新人と新人教育者の相互の成長を促進し「共に学ぶ」組
織風土を形成する一助となる。AIを新人教育に活用することで、新
人教育に関わるスタッフ自らが、創造的に教育計画を立案すること
が可能となり、新人や自己の成長を肯定的に認めることが可能とな
る。
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